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5吋ブラウン管を使用した家庭用受像機の試作

広瀬行雄

今度普及型受像機ともいえる T.V. 受像機を試作したので発表さ

せて頂きます．T.V. の普及はその心臓部ともいえる受像管が安価

であることです．アメリカでは大量製産を行っている関係上かなり

安いですが我国では NHK，マツダ，日電で小数作っているにすぎ

ません．吾々の手近にあるものでは戦時中電探及び測定用に使われ

たオッシロ用ブラウン管があるだけです．これらは緑色の螢光を発

しますが充分使えるものです．米誌などにオッシロ管を使用した記

事のないのは米国では純 T.V. 用のものより高価なためです．私は

街でよく売っている大型オッシロ管を利用して試作し割合に良好な

ので皆様の御参考までにと思いまして発表する次第です．

本機の特長

本機は高さ 30cm幅 45cm深さ 45cmキャビネットに入れるようになっています．次に受像管が小さいので像のボケは

目立たず，従って周波数帯域は 2MCとし，このため利得をあげることが容易であります．また偏向装置が容量と抵抗で

ありますので水平，垂直の走査が簡単にできることです．

回路に就いて

高周波増幅部

第 1図 試作機の裏面

6306 を使用したもので安定に動作します．取扱う波長が短いで

すから絶縁物は誘電体損の小さいものスチロール系のものとか，タ

イト製品のようなものを使うこと，配線はできるだけ短くなるよ

うに組みます，この部分は写真にもあるとおりシャシーの一番後

方にしました．また高周波増幅管のヒーターに入っている CH は

500KΩ1/2W の抵抗の上に BS23 番線を 15 回捲いたものです．同

調コイルは BS16番線を捲いたもので空心です．高周波増幅管には

6AK5，6AG5 などが最近出廻っていますからこれらの方が小型に

できるのでミニアチュア管の使用をおすすめします．私が製作した

ときはなかったため 6306 にしたわけです．この球は双五極管のロ

クタルタイプでプッシュプル増幅ができます．この利点は入力容量

が1/2になることと安定度にあります．

第一検波部

717Aと 9002との組合せですが近頃流行の三極管コンバーターも優秀です．現在米国では 6AG5と 6G4とによるも

のが一番多いようです．局発回路はハートレーでスペースがあれば定電圧放電管を附加した方が良い．

発振の検出には 6C4等でするワンターンのコイルに 6.3Vの豆球を附けたものが点火しますが 9002，955，などでは

出力が微弱で 500µAぐらいのメーターをグリッドリークとシャシーとの間に入れてしらべます．本機ではグリッド検波
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方式ですが他にもいろいろの方式がありますから御研究下さい．局発周波数は映像中間周波数を 25.75MC としたため

101.25MC の映像信号を受けるので，127MC に選んだ．しかしこれは 74.5MC にした方が温度の影響などからよいと

思われます．私の場合は発振波長を測定するのに 70MC帯を測定できる波長計がなかったため 127MCをえらんだわけ

です．

第 2図 試作機の配線図
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映像中間周波増幅部

6AC7の 3段増幅方式である．中間周波数は一般受信機の 465KCに較べ，25.75MCなので高周波増幅部と同じ考え

が適用される．高 Gm 管の三段増幅であるからプレート側コイルの B+ に到る点にチョークと抵抗との 2 段のフィル

ターを入れた．増幅方式はスタガーは面倒なので普通の広帯域増幅方式を採用した．中間周波トランスは自作したもの

で高さ 7cm幅 4cmの銅板製のケースに収めたが完成後これでは大き過ぎるので自作される方はもう少し小型にされた方

が良いとおもいます．

また中間周波増幅器管の第 3番目のグリッド回路にトラップをつけます．これは音声電波が映像回路に入り，画面を乱

す場合があるので是非附加すべきです．私の場合は帯域を 2MCにとったので音声周波とはいくらかはなれているため，

一個所しかつけませんでしたが，大型管を使われる方は帯域が広くなりますので音声周波が入り易くなりますから 2ケ

所ぐらい附加すべきです．また各コイルに並列に入れる抵抗は帯域幅によって異って来ます．遅れましたが高周波回路

にはモールド抵抗を使わぬ方が良いと思います.

第 2検波回路

第 3図 試作機の上面

6H6によるものです．6AL5，DH2等も同じです．私は AGCはつけませんで

した．6H6GTの片方の二極管は検波用に，もう一方のは直流再生兼同期信号分離

用です．また負荷抵抗の後には Lと Cよりなる低域濾波器を入れて，映像中間周

波と映像周波の分離を行い，映像周波回路に中問周波勢力の混入を防いでいます，

この回路ではコイルの二次側に二極管が並列に入る事になるのでシャント抵抗

は他の回路より抵抗値が大きくなっている．また検波出力側に入れる L，Cは次

段の 6AG7 のプレート側に入る補償用コイルと誘導して発振を起すことがある

からこれらのコイルはなるべく遠くなるようにとりつけるかまたはシールドをし

ます．

映像増幅部

オッシログラフの垂直増幅部分と似ている回路で，取扱う周波数帯域が広いの

でこれを忠実に増幅しうるものでなければならない．それで極端に Gm が高く，

低い負荷抵抗を使用しても割合高い電圧利得を得る 6AG7を用いた．

本機は中間周波増幅を 3段もしてあるので検波出力電圧は十分あるので映像周

波増幅は 6AG7一段でキネスコープを変調している．制御格子偏倚が陰極抵抗器

による場合にデゼネレーションを望み，かつ歪のないことが必要であるならばバイパスしない方が良いが，本機ではデゼ

ネレーションの必要がなく最大信号振幅を望むので 100µFのケミコンでバイパスしてある．また抵抗容量結合増幅器は

映像増幅器では黒の部分を示す直流分は失われるので 6H6の一方を用いて直流再生を行い，またこれは同時に 6H6のプ

レートに 20KΩの抵抗を入れることにより同期分離もするようになっています．

同期信号分離回路

6H6 で分離された同期信号は 7C7 で増幅され，水平，垂直発振器を同期させます．7C7 で増幅された同期信号はそ

れぞれ 2段及び 3段の微分・積分回路を通って鋸歯状波発生回路え加えられます．オッシログラフをお持ちの方はこの

回路で同期信号がどんなインパルスに変化するかを観察してみて下さい．7C7の三極管接続は何の意味もなく 6C4でも

6J5でも全く同じです．

偏向回路

静電偏向方式です．私は BV120Aを使いましたが直径 120mmのものはこの他に SSE120Gがあります．75mmのも

のを使用される方は偏向板非対称のものが多いですが日立 BG75のような対称のものがよいと思います．偏向板非対称

のものは梯型歪を生じます．これはオッシログラフでは大して目立たぬのですが T.V.では像の品位をおとすことになり

ますのでなるべく対称のものを使用した方が良いでしょう．ブラウン管を買う時の注意は螢光面のガラスに凹凸のない

もの，螢光膜が一様についていること，輝点ができるだけ小さくなるもの，また明るいこと，偏向試験の際，線が一様な

太さで出ること，また水平垂直共同時に偏向する場合どちらか一方の周波数をかなり高くして面走査に近い状態としたと
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第 5図 本機に使用した真空管規格表

き走査面の 4隅が直角であることが必要です．これだけ試験して買えば大抵大丈夫です．

第 4図 試験用発信器

発振器にもどって水平発振は 7N7 のマルチバイブレーターによ

る鋸歯状波発振器です．7N7は 6SN7と同じこの回路の振幅調整は

一回調整すればあとは必要ありませんからシャシーの側面又は後方

に取附けます．

発振出力は次の 7N7でプッシュプル増幅して水平偏向板え加えま

す．垂直偏向は 7N7 で発振しそれを次の 7F7 でプッシュプル増幅

して垂直偏向板に加えます．この回路の波形調整と振幅調整用バリ

オームも一度調整すればあとは不必要ですから，シャシーの後方ま

たは側面にシャフトを短く切って取付けます．また偏向板に結合す

る結合コンデンサーは高圧が加わりますから耐圧 3KV 以上のもの

を使います．

音声受信回路

6AC7による 2段増幅です．音声の方は周波数帯域が映像のそれの1/3位ですが受信機では前述したように増幅が容易

でありますから 2段程度で十分です．

しかし取扱う周波数が 21.25MC というのであるから配線及び絶縁物に対する注意は前の高周波回路と同じです．こ

の回路で一般と少し異っている点は FM であるため，検波部分が違うことです．私は比検波方式を用いましたがフォ

スター・シレー弁別器も広く知られ又使われていますのでどちらでも結構です．検波管は 6H6 です．これを 6C5 と

6AC5GTに加えています．6AC5はダイナミック結合用の出力管で TVのような高忠実度増幅を必要とする所に適当し

ています．米国に於てもこれを使ったものが相当あるようです．これは 6C5と 6F6でも良いわけです．他に適当な球が

あればなんでも結構です．スピーカーは折角 FM受信をするのですからなるべく音質のよいものを選定します．

整流回路

低圧整流は 5V4Gで高圧は 142で整流しています．5V4Gがなかったら 5Z3でも 5T4でも結構です．低圧トランス

は 330V 200mA，6.3V 7A，というもので既製品はありませんから私は注文して捲かせました．コアーは 2A3P.P.用位

の大きさです．これが入手困難な方は 25Z6などの倍電圧整流管を使用されるとよいと思います．特に最近は小型のケミ

コンもできていますので使用をおすすめします．アメリカでも 25Z6を 2本使っているものがかなりあります．高圧整流

は 142でこれと同じものに DC762Aがありますがどちらでもおなじです．高圧トランスは街で時時見かけますが自作さ
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れる方は磁路の長い鉄心に分割して1/3位を 1 次巻線に，2/3位の長さを 2 次巻線用に捲くと捲くに都合よく絶縁も比較

的良いものが作れます．またパワートランスの配置は充分良く考えなければならない．パワートランスの漏洩磁束に原

因するハムは画面の両側に波打を生じさせるからです．それでトランスはなるべくブラウン管の後方に配置すべきです．

私の場合は小型に組立てる必要上後側面にもってきたがこれで裸のパワートランスを用いますと画面に波打が起ったの

で 0.8mmの鉄板で磁気遮蔽している．同様にブラウン管にも補強を兼ねてシールドがしてある．写真では明細に見せる

ためこれらのカバーを取りはづしてある．高圧配線は 2.5KVの高圧を取扱うので自動車用点火装置に使われる高圧配線

用電線を使用している．これがない場合はエンパイアチューブを二重にして使用されてもよい．シャシー正面に出す調

整箇所はコントラスト，音量，輝度，水平同期，垂直同期の 5個所を正面に出しました．米国などとは大変事情が異るの

で同調は裏面に出しておくだけで沢山です．

講整

調整に使用する器具はまず超短波試験発振器及び 30MC 迄のテストオシレーター，及び 1000c/s程度の発振器，µA

メーター，ブラウン管オッシログラフ等が必要であります．私は 2C22を持っていましたのでこれで超短波発振器を自作

しました．コイルは直径 3cmの 2回巻でハートレー回路です．コイルの中点から B+に至るタップを出します．バリコ

ンは 20PFのものでこれで約 85MCから 130MCまでの発振が可能でした．また，2C22のない場合は 6C4でも 955で

も 9002でも同じです．組上ったら整流管だけを抜いて置いてヒーターの点火試験をします．次に高圧整流回路試験を行

います．スイッチを入れてしばらくすると螢光面上に輝点が現れるはずです．

高圧が実際に加わっているかどうかは絶縁ドライバーの先をふれると火花を出しますからこれでわかります．回路に

異状がない場合は輝度をまわすと輝点が現われます．

次に焦点調整のツマミを廻して輝点を小さくします．私の実験では現在あるブラウン管は全く同一の規格のものはほ

とんどなく大低集束プレートの電圧が異っていますから各個により適当した抵抗値を求め，集束プレートに供給する電圧

デバイダーの値を決定します．この試験の際に長時間スイッチを入れたままにしておかぬことです．螢光面上に長く輝

点を結ばせておくと螢光面が焼けるからです．次に低圧整流管を差込みますと走査面が現れます．

この時画面の両側が波打つようであれば漏洩磁束のためですからシールドをつけます．もし一本の線しか現れない時

はどちらか一方の発振が停止しているのですからオッシログラフで調べます．また正しい鋸歯状波が出ているかどうか，

どこで歪が生ずるかも測定できますからそれにより悪い個所を直します．正しい鋸歯状波が発生していれば 1000c/s程度

の信号をグリッドに加えますと横に 20本の縞が現れます．そしてそれが等間隔に現れます．それの上下がつまっていれ

ば鋸歯状波が歪んでいるからです．水平走査に対しては 262.5KCを使用し同じように調べます．

映像中間周波及び高周波段の調整は試験発振器を 0から 53MCまで変調して試験するのですがそれは少し困難なので

選択度特性により調整します．そして帯域が狭い場合は同調コイルに並列にあるシヤント抵抗の抵抗値は小さいものと

かえ広すぎるときは大なるものとかえて固定します．これはコイルの方法，形状，シールドケースなどの形により選択度

が変化しますのでそれぞれ適当な値を決定します．以上の方法で中間周波を先に高周波部分をあとでそれぞれ調整致し

ます．音声中間周波は 6W出力側の 30KΩのアース側に µAメーターを入れ，指針が最大になるようにします．そして

6H6側のコイルの同調コンデンサーは実際に FM信号を受けた場合最も音質が良いと思われる点に調整するのです．な

お 6H6の接続により検波出力に正をとるか負にとるかにより画面が写真のネガのように自黒，逆になりますから御注意

下さい． (法政大学校友会電気部)

(『無線と実験』1950年 6月号)

ラジオ温故知新 http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/index.html
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